
■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。■本庄栄治郎      経済学者。本格的な日本経済史研究の草分けの一人で，多数の学者を送り出すも，長く正当な評価されず。
ほんじょうえいじろう
初の対等条約1888＝      京都西陣で，機業家本庄武助の四男に生まれる。
帝国憲法発布帝国憲法発布帝国憲法発布帝国憲法発布帝国憲法発布帝国憲法発布1889＝ 1歳：

日清戦争始・日清戦争始・日清戦争始・日清戦争始・日清戦争始・日清戦争始・1894＝ 6歳：

八幡製鉄始・1897＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：

日露戦争終・日露戦争終・日露戦争終・日露戦争終・日露戦争終・日露戦争終・1905＝17歳：
満鉄発足・・1906＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：

第三高等学校を経て，

_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，_経済学を志す者が選択するしかなかった京都帝国大学法科大学政治学科に入学，

明治天皇没・明治天皇没・明治天皇没・明治天皇没・明治天皇没・明治天皇没・1912＝24歳：
大正政変・・1913＝25歳：_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，_卒業し，家業の西陣機業を研究しようと大学院に進む。文科大学にいた内田銀蔵の薫陶を受け，
第一次大戦始第一次大戦始第一次大戦始第一次大戦始第一次大戦始第一次大戦始1914＝26歳：大学付属の京都法学会から_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，_処女作｢西陣研究｣を出版後，江戸時代の経済と財政について精力的に研究，
21ヶ条要求・1915＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：
民本主義・・1916＝28歳：(法科大学改称した)法学部講師。*｢江戸時代の人口｣皮切りに，*｢江戸時代の人口｣皮切りに，*｢江戸時代の人口｣皮切りに，*｢江戸時代の人口｣皮切りに，*｢江戸時代の人口｣皮切りに，*｢江戸時代の人口｣皮切りに，

この間，｢参勤交代制度｣｢糸割符の研究｣｢飛脚の変遷｣など個別テーマの論文も次々執筆，
本格政党内閣1918＝30歳：助教授となり，
ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・ﾍﾞﾙｻｲﾕ条約・1919＝31歳：_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，_新設された経済学部助教授に異動，経済史総論・日本経済史を担当，
大暴落・・・1920＝32歳：_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，_｢貯穀と常平倉｣以降，常平倉研究，
原敬首相暗殺原敬首相暗殺原敬首相暗殺原敬首相暗殺原敬首相暗殺原敬首相暗殺1921＝33歳：この前後，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，_喜田貞吉と三浦周行の｢国史上の社会問題｣など社会史ブームの影響を受け，
水平社結成・1922＝34歳：_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，_欧米へ留学し，経済史教育のあり方を比較研究，
関東大震災・関東大震災・関東大震災・関東大震災・関東大震災・関東大震災・1923＝35歳：内田銀蔵が急逝。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。_帰国するや教授に昇任。京大叢書の一冊となる｢徳川幕府の米価調整｣で経済学博士。
護憲三派圧勝1924＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：_｢日本社会史｣出版後，_｢日本社会史｣出版後，_｢日本社会史｣出版後，_｢日本社会史｣出版後，_｢日本社会史｣出版後，_｢日本社会史｣出版後，
治安維持法・1925＝37歳：*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。*｢常平倉の研究｣にまとめ上げられる。
円本時代始・円本時代始・円本時代始・円本時代始・円本時代始・円本時代始・1926＝38歳：｢日本財政史｣｢近世社会経済叢書(全12巻)｣，

_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，_大正デモクラシーや戦後不況で大勢力となったマルクス主義派から"ブルジョア学派"と呼ばれるなか，
共産党事件・1928＝40歳：経済学部長，
世界恐慌・・世界恐慌・・世界恐慌・・世界恐慌・・世界恐慌・・世界恐慌・・1929＝41歳：｢日本交通史の研究｣。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。_門下生黒正巌らを糾合して{日本経済史研究会}を組織，機関誌{経済史研究}発刊。
海軍軍縮条約1930＝42歳：_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，_それまでの人口に関する論を集成した｢人口及人口問題｣，
満州事変・・満州事変・・満州事変・・満州事変・・満州事変・・満州事変・・1931＝43歳：｢近世の経済思想｣，
国際連盟脱退1933＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済_大学の隣接地に日本経済史研究所を設立し代表理事に就任(現在も大阪経済大学に付属する日本有数の経済

史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばま史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばま史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばま史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばま史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばま史の研究機関)。また，幸田成友の推薦で明治から昭和半ばまでの大阪市史の編集や監修を手がけ，での大阪市史の編集や監修を手がけ，での大阪市史の編集や監修を手がけ，での大阪市史の編集や監修を手がけ，での大阪市史の編集や監修を手がけ，での大阪市史の編集や監修を手がけ，
帝人疑獄事件1934＝46歳：編集主任として，翌年にかけて_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。_｢明治大正大阪市史｣(全8巻)刊行。
芥川直木賞始芥川直木賞始芥川直木賞始芥川直木賞始芥川直木賞始芥川直木賞始1935＝47歳：｢幕末の新政策｣｢経済史概論｣。黒正巌らと，_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校_3年前に創設されるも学園紛争の起きていた浪華高等商業学校

を昭和高等商業学校として再建。を昭和高等商業学校として再建。を昭和高等商業学校として再建。を昭和高等商業学校として再建。を昭和高等商業学校として再建。を昭和高等商業学校として再建。
二二六事件・二二六事件・二二六事件・二二六事件・二二六事件・二二六事件・1936＝48歳：再び，経済学部長，
日中戦争始・日中戦争始・日中戦争始・日中戦争始・日中戦争始・日中戦争始・1937＝49歳：
第二次大戦始1939＝51歳：経済学部付属図書館長に就任，
大政翼賛会・1940＝52歳：｢増訂幕末の新政策｣，
日米開戦・・日米開戦・・日米開戦・・日米開戦・・日米開戦・・日米開戦・・1941＝53歳：_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，_人口論をさらに磨きあげた｢日本人口史｣，
・・・・・・1942＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，_京都帝国大学を定年退官。旧制大阪商科大学(大阪市立大学)の学長，龍谷大学経済学部教授となり，

敗戦・・・・敗戦・・・・敗戦・・・・敗戦・・・・敗戦・・・・敗戦・・・・1945＝57歳：*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す*敗戦後，本庄一派は全くパージに遭わず，実証主義に徹してきた学風も高評価され，一気に勢力を拡大す
るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，るも，史学界からは相変わらず冷淡に扱われ続けるなか，

新憲法公布・1946＝58歳：大阪商科大学学長を退任。｢日本経済思想史概説｣，
極東裁判決・1948＝60歳：_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。_京都大学名誉教授に推され，日本学士院会員にも選出される。
1949＝61歳：学制改革で，昭和高等商業学校が大阪経済大学となる。

独立回復・・独立回復・・独立回復・・独立回復・・独立回復・・独立回復・・1951＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，_上智大学文学部教授に就任。編著｢昭和大阪市史｣刊行開始，
ﾒｰﾃﾞｰ事件・ 1952＝64歳：｢日本経済史｣，

自衛隊発足・1954＝66歳：_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。_｢昭和大阪市史｣(全8巻)完結。
55年体制始・55年体制始・55年体制始・55年体制始・55年体制始・55年体制始・1955＝67歳：_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，_大阪府立浪速大学(大阪府立大学)経済学部教授を兼任，

美智子妃・・1959＝71歳：関西経済同友会｢近世の大阪｣の編著。
安保闘争・・安保闘争・・安保闘争・・安保闘争・・安保闘争・・安保闘争・・1960＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：
ｲﾀｲｲﾀｲ病始・1961＝73歳：_上智大学退任。_上智大学退任。_上智大学退任。_上智大学退任。_上智大学退任。_上智大学退任。
全国総合計画1962＝74歳：｢江戸・明治時代の経済学者｣，
TV宇宙中継始TV宇宙中継始TV宇宙中継始TV宇宙中継始TV宇宙中継始TV宇宙中継始1963＝75歳：_大阪府立大学退任し，名誉教授。_大阪府立大学退任し，名誉教授。_大阪府立大学退任し，名誉教授。_大阪府立大学退任し，名誉教授。_大阪府立大学退任し，名誉教授。_大阪府立大学退任し，名誉教授。
東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 1964＝76歳：監修した｢昭和大阪市史続編｣刊行開始，
大学紛争始・1965＝77歳：_文化功労者。_文化功労者。_文化功労者。_文化功労者。_文化功労者。_文化功労者。
いざなぎ景気1966＝78歳：｢日本経済思想史研究｣，

全共闘ﾋﾟｰｸ・全共闘ﾋﾟｰｸ・全共闘ﾋﾟｰｸ・全共闘ﾋﾟｰｸ・全共闘ﾋﾟｰｸ・全共闘ﾋﾟｰｸ・1969＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，_龍谷大学経済学部教授も辞め，｢昭和大阪市史続編｣(全8巻)完結し，
石油ショック石油ショック石油ショック石油ショック石油ショック石油ショック1973＝85歳：*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。*自ら｢本庄栄治郎著作集｣を編集して出版，勲一等瑞宝章を授けられた直後，没した。

刀水書房｢20世紀の歴史家たち1｣，平凡社百科事典，｢なにわ人物譜｣，インターネット，


